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くすりのなまえ　
第１４回　 インフルエンザに効くくすり
　インフルエンザと名のつく病原菌は細菌とウイルスがいますが、ここではインフルエンザウイルスについて取り上げます。ウイルスは細菌と異なり、自分自身で増えることができません。そのため、ヒトの細胞を乗っ取って、増えていきます。下の図は、インフルエンザウイルスがヒトの細胞を乗っ取り、子孫のウイルスを作るまでを簡単にあらわしました。
インフルエンザウイルスはまず、ヒトの細胞に吸着し細胞内に取り込まれます。取り込まれたウイルスはRNA（ウイルスの遺伝子）を放出し、ヒトの細胞の機能を使って増殖していきます。
やがて、増殖したウイルスは細胞を突き破って新たなウイルスになっていきます。

　インフルエンザウイルスに対するくすりは、ウイルスの増殖過程の、侵入と出芽・放出をターゲットにしています。

それでは、当院に採用されている抗インフルエンザ薬について挙げてみましょう。
タミフル：Tami（一般名Oseltamivirオセルタミビル）flu（Influenza）より
リレンザ：relieve influenzaより命名

シンメトレル：化学構造式が左右対称（symmetry：シンメトリー）であることに由来

抗インフルエンザと言えばタミフルが有名だと思います。2007年に異常行動が問題になり、10代には原則禁忌になったことも記憶に新しいのではないでしょうか。

リレンザは吸入のタイプの抗インフルエンザ薬です。インフルエンザウイルスは気道の細胞で増殖するため、理にかなった投与方法なのですが、吸入器の操作などがいるため高齢者、小児には使いにくいです。タミフル・リレンザともにウイルスの出芽・放出に関わる所をターゲットにしています。

シンメトレルは、インフルエンザよりもパーキンソンなどに使われることが多い薬ですが、インフルエンザウイルスへの効果もあります。シンメトレルは、侵入の部分を標的にしています。これら3種類のくすりに共通して言えることなのですが、どのくすりもウイルスを殺す効果はありません。ただ、増殖過程の一部分を邪魔することによって、ウイルスの増加を止めるだけです。そのため、感染してから48時間以内に、内服を開始することが必要です。
　次回は血液サラサラのくすりです。
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